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指
定
口
座
に
振
り
込
む
「
自
動
償

還
払
い
方
式
」
に
す
る
こ
と
を
提

案
し
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
そ
の
都

度
申
請
す
る
手
間
が
な
く
申
請
漏

れ
を
防
ぎ
、
ま
た
、
一
旦
は
窓
口

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
分
に

つ
い
て
は
無
利
子
貸
付
を
行
う
制

度
を
創
設
し
、
そ
し
て
増
え
た
国

（
４
面
か
ら
続
く
）

庫
補
助
金
を
医
療
費
助
成
の
更
な

る
充
実
の
財
源
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
ま
す
が
、
市
長
の
ご

所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

ご
提
案
は
非
常
に
興
味

深
く
大
き
な
問
題
提
起
と
受
け
止

め
て
い
ま
す
。
今
後
も
そ
れ
を
踏

ま
え
て
国
へ
要
望
す
る
な
ど
の
活

動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

伊
田　

雅
彦 
議
員
《
新
政
い
さ
ま
》

バ
ス
停
に
上
屋
の
設
置
を
！

　

座
間
市
総
合
都
市
交
通
計
画
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。
地
元
地
域
の

方
々
よ
り
、「
路
線
バ
ス
の
バ
ス
停

に
上
屋
を
設
置
し
て
ほ
し
い
」
と

の
相
談
、
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

上
屋
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
雨
、

雪
、
特
に
夏
の
強
い
日
差
し
を
し

の
ぐ
こ
と
が
で
き
、
地
域
の
バ
ス

利
用
者
の
方
々
に
少
し
で
も
快
適

な
利
用
環
境
を
与
え
て
あ
げ
た
い

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

上
屋
の
設
置
に
は
、
そ
れ
な
り

の
敷
地
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

要
望
の
あ
っ
た
バ
ス
停
は
、
県
道

　

号
町
田
厚
木
線
の
座
間
１
丁
目
、

５１小
田
急
線
相
武
台
前
駅
方
面
に
至

る
キ
ャ
ン
プ
座
間
の
隧
道
の
手
前

の
「
座
間
」
と
い
う
名
称
の
バ
ス

停
で
あ
り
、
上
屋
設
置
に
も
ほ
ど

よ
い
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
通
勤
・

通
学
、
買
い
物
な
ど
で
相
武
台
前

駅
へ
向
か
う
利
用
者
の
と
て
も
多

い
バ
ス
停
で
す
。

　

本
市
の
総
合
都
市
交
通
計
画
の

中
に
公
共
交
通
の
利
便
性
・
快
適

性
の
向
上
と
し
て
「
バ
ス
待
ち
環

境
の
改
善
」と
い
う
項
目
が
あ
り
、

路
線
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
夏
季

の
炎
天
下
や
降
雨
時
の
バ
ス
停
に

お
け
る
待
ち
時
間
の
快
適
性
の
向

上
を
図
る
た
め
、バ
ス
停
の
上
屋
、

ベ
ン
チ
な
ど
を
整
備
促
進
す
る
事

業
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

暑
さ
対
策
の
一
つ
と
も
言
え
る

上
屋
の
設
置
要
望
が
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
か
伺
い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

今
回
、
要
望
さ
れ

ま
し
た
バ
ス
停
に
つ
い
て
は
、
歩

道
の
ほ
か
に
余
剰
地
が
あ
る
こ
と

に
よ
り
、
上
屋
の
設
置
も
可
能
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
契
機
に

バ
ス
事
業
者
と
調
整
を
図
り
、
前

向
き
に
検
討
を
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

の
レ
ベ
ル
向
上
に
努
め
て
い
く
こ

と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

国
際
語
で
あ
る
英
語
一
つ
と
っ

て
み
て
も
、
小
学
校
か
ら
習
い
始

め
て
は
い
る
も
の
の
、
簡
単
な
会

話
す
ら
話
せ
な
い
子
供
も
多
く
い

ま
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

座
間
に
引
っ
越
し
た
ら
子
供
が
英

語
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
、

好
き
に
な
っ
た
と
い
う
声
が
聞
こ

え
て
く
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
英

語
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な

る
「
出
来
事
」
が
な
け
れ
ば
始
ま

り
ま
せ
ん
。

　

市
内
在
住
の
外
国
人
と
青
少
年

と
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
や
音
楽
・
芸

術
を
通
し
て
の
異
文
化
交
流
な
ど
、

子
供
た
ち
の
向
上
心
を
刺
激
す
る

よ
う
な
機
会
を
よ
り
一
層
ふ
や
す

こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
子

供
た
ち
が
世
界
に
通
用
す
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
備
え
る

に
は
、
異
文
化
や
外
国
語
に
触
れ

る
機
会
を
教
育
現
場
も
含
め
て
ふ

や
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
ま
す
が
、
当
局
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

　

市
長　

国
際
姉
妹
都
市
ス
マ
ー

ナ
、
キ
ャ
ン
プ
座
間
、
こ
う
し
た

環
境
を
有
効
活
用
し
、
市
内
の
青

少
年
の
健
全
育
成
、英
語
の
習
得
、

異
文
化
体
験
を
深
め
ら
れ
る
よ
う

対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

国
が
在
宅
医
療
を
推
進
し
て
い

く
中
で
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
く
の
が
、訪
問
看
護
師
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、
全
国
に

い
る
訪
問
看
護
師
の
数
は
３
万
人

と
言
わ
れ
、
市
町
村
レ
ベ
ル
で
見

る
と
、
訪
問
看
護
を
受
け
ら
れ
な

い
地
域
も
あ
る
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

不
足
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

そ
こ
で
、
今
後
の
訪
問
看
護
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
本
市
と
し
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
ま

た
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
、
お
聞
き
し
ま
す
。

　

健
康
部
長　

平
成　

年
度
の

２３

本
市
の
在
宅
看
取
り
割
合
は　

・
１４

７
％
で
す
が
、
国
は
、
２
０
２
５

年
の
在
宅
で
の
看
取
り
の
割
合
を

　

％
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

２５
　

今
後
、
国
の
見
込
む
割
合
に
な

っ
た
場
合
、
訪
問
看
護
師
の
確
保

を
い
か
に
す
る
か
が
課
題
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、

看
護
師
等
奨
学
金
貸
付
事
業
の
実

施
な
ど
に
よ
り
、
看
護
師
の
確
保

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
年
度
公
募
し
た
結
果
、
定
員
と

同
じ
５
名
の
方
か
ら
応
募
が
あ
り
、

全
員
の
奨
学
金
の
貸
付
を
決
定
し

て
い
ま
す
。

【
再
質
問
】　

訪
問
看
護
師（
看
護

師
）
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
お

聞
き
し
ま
す
。
今
年
度
、
看
護
師

等
奨
学
金
貸
付
事
業
は
、
５
名
の

定
員
が
全
部
埋
ま
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
来
年
度
以
降
、
そ
の

枠
を
増
や
す
考
え
は
あ
る
の
か
、

お
聞
き
し
ま
す
。

　

健
康
部
長　

今
後
、
訪
問
看
護

サ
ー
ビ
ス
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
や
、
病
院
誘
致
事
業
を
推
進

す
る
本
市
と
し
て
対
応
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
定
員
枠

の
拡
大
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

竹
田　

陽
介 
議
員
《
新
政
い
さ
ま
》

訪
問
看
護
師（
看
護
師
）確
保
に
向
け

奨
学
金
貸
付
事
業
の
拡
充
を
検
討

　
　
　

・
愛
知
県
額
田
郡
幸
田
町
議

会
視
察
来
庁

　
　

２
・
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

　
　
　
　

協
議
会
第　

回
理
事
会 

８１

…
東
京
都
千
代
田
区

　
　

３
・
厚
木
基
地
周
辺
市
議
会
基

　
　
　
　

地
対
策
協
議
会
行
政
視
察

　
　
　
　

…
石
川
県
小
松
市
、
航
空

　
　
　
　

自
衛
隊
小
松
基
地（
〜
４
）

　
　

７
・
議
会
報
告
会
開
催
委
員
会

　
　

８
・
健
康
福
祉
常
任
委
員
会
行

政
視
察
…
北
海
道
網
走
市
、 

　
　
　
　

釧
路
市
、
釧
路
郡
釧
路
町

（
〜　

）
１０

　
　

９
・
教
育
市
民
常
任
委
員
会
行

政
視
察
…
北
海
道
旭
川
市
、 

上
川
郡
剣
淵
町
、
札
幌
市

（
〜　

）
１１

　
　
　

・
公
明
党
行
政
視
察
…
岩
手

１５

県
北
上
市
、
釜
石
市
、
宮

城
県
多
賀
城
市
（
〜　

）
１７

　
　
　

・
山
形
県
寒
河
江
市
議
会
視

１６

察
来
庁

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

２２

　
　
　

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　
　

・
山
口
県
岩
国
市
議
会
視
察

２３

来
庁

　
　
　

・
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
検
討
会

２４

　
　
　

・
議
会
報
告
会
開
催
委
員
会

２８

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高

齢
者
の
み
の
世
帯
が
増
加
す
る
中
、

地
域
か
ら
孤
立
し
た
状
態
で
家
族

な
ど
誰
に
も
み
と
ら
れ
ず
に
自
宅

で
亡
く
な
る
、
い
わ
ゆ
る
孤
独
死

が
現
在
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
こ
の
対
策
と
し
て

急
病
等
の
緊
急
時
に
専
用
の
発
信

機
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
で
消
防
署

へ
自
動
的
に
通
報
で
き
る
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
現
状
利
用
で
き
る
方
の

基
準
は
、　

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

６５

ら
し
の
方
や
高
齢
者
世
帯
、
ま
た

は　

歳
以
上
の
方
と
重
度
心
身

６５
障
が
い
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世

帯
で
、
そ
の
上
で
心
臓
病
、
ぜ
ん

そ
く
等
の
発
作
を
有
す
る
方
と
し

て
お
り
、
現
在
の
超
高
齢
社
会
に

お
い
て
利
用
者
の
範
囲
拡
大
が
急

務
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
ご
所

見
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
シ
ス
テ
ム
利
用
者
本
人
が

意
識
を
失
っ
た
場
合
、
通
報
で
き

な
い
心
配
が
あ
り
孤
独
死
ゼ
ロ
を

目
指
す
た
め
に
新
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
要
望
し
ま
す
。

　

福
祉
部
長　

緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
の
改
善
に
つ
い
て
議
員
か
ら
具

体
的
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
高
齢
者
で
ひ
と
り
暮
ら
し
を
し

て
い
る
重
度
の
要
介
護
者
や
障
が

い
者
の
方
に
も
助
成
設
置
で
き
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
、
②
利
用

を
希
望
す
る
災
害
時
要
援
護
者
の

方
に
も
一
部
助
成
制
度
を
含
む
幅

広
い
利
用
促
進
、
③
煙
等
で
感
知

す
る
火
災
警
報
器
の
併
用
タ
イ
プ

の
導
入
、
④
人
の
動
き
が
無
か
っ

た
場
合
に
自
動
的
に
通
報
す
る
人

体
感
知
セ
ン
サ
ー
方
式
の
新
し
い

安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
、

今
後
、
見
守
り
機
能
を
高
め
る
こ

と
に
つ
い
て
、
課
題
と
し
て
改
善

に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

稲
垣　

敏
治 
議
員
《
公
明
党
》

在
宅
時
高
齢
者
に
安
心
で
き
る

　
　

通
報
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
！

　

情
報
化
社
会
が
進
み
、
世
界
は

狭
く
な
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急

速
に
加
速
し
て
い
る
今
日
、
市
内

在
住
の
青
少
年
が
広
く
世
界
に
目

を
向
け
、
興
味
を
持
っ
て
飛
び
込

ん
で
い
け
る
よ
う
な
き
っ
か
け
・

環
境
づ
く
り
が
本
市
に
も
必
要
で

す
。
本
市
に
は
キ
ャ
ン
プ
座
間
が

あ
り
、
外
国
人
登
録
者
も
約
２
３

０
０
名
お
り
ま
す
が
、
こ
う
い
っ

た
本
市
の
有
す
る
環
境
を
最
大
限

に
活
用
し
な
が
ら
青
少
年
や
市
民

　

吉
田　

義
人 
議
員
《
新
政
い
さ
ま
》

教
育
現
場
に
も
国
際
交
流
、

　
　

市
内
環
境
の
有
効
活
用
を
！

　

米
海
軍
と
海
上
自
衛
隊
が
共
同

使
用
す
る
厚
木
基
地
の
騒
音
被
害

を
め
ぐ
り
、
周
辺
住
民
が
国
に
航

空
機
の
飛
行
差
し
止
め
と
損
害
賠

償
を
求
め
た
「
厚
木
基
地
第
四
次

爆
音
訴
訟
」
の
判
決
が
５
月　

日
２１

横
浜
地
裁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

佐
村
裁
判
長
は
「
睡
眠
妨
害
は

相
当
深
刻
」
な
ど
と
し
て
、
夜
間
・

早
朝
の
自
衛
隊
機
の
飛
行
差
し
止

め
と
、
過
去
分
の
損
害
賠
償
と
し

て
計
約　

億
円
の
支
払
い
命
令

７０

を
下
し
ま
し
た
。
一
方
、
米
軍
機

に
対
し
て
は
「
運
行
に
国
の
行
政

処
分
は
な
い
」
と
し
て
、
訴
え
を

却
下
し
ま
し
た
。

　

う
る
さ
さ
指
数
（
Ｗ
値
）　

以
７５

上
の
地
域
の
住
民
は
、Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世

界
保
健
機
関
）
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
設
定
値
や
環
境
基
準
の
値
に
照

ら
し
て
も
、
か
な
り
程
度
の
高
い

航
空
機
騒
音
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
被
害
内
容
は
、
①
睡
眠
妨
害

②
会
話
、
電
話
、
テ
レ
ビ
視
聴
な

ど
の
聴
取
妨
害
及
び
読
書
、
学
習

な
ど
の
精
神
作
業
の
妨
害
か
ら
成

る
生
活
妨
害
③
不
快
感
、
健
康
被

害
へ
の
不
安
の
ほ
か
、
航
空
機
の

墜
落
や
部
品
落
下
の
事
故
に
対
す

　

中
澤　

邦
雄 
議
員
《
日
本
共
産
党
》

厚
木
基
地
爆
音
訴
訟

「
相
当
深
刻
な
被
害
」
と
認
定

（
６
面
へ
続
く
）


